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改革改善
の考え方

①問題
点

支援を必要とする園児の増加への対応（人的配置や職員研修）
保育士人材確保の困難

②改革
提案

正規職員を含めた適正配置
保育士人材確保のための事業展開。（滞在保育士の雇用、賃金、処遇改善）

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

障害児保育等を補助する為の副担任（加配）や臨時保育士の配置をしたり、給食調理を補助するパート職員の雇用を行うこと
で、不足する正規職員数に対する充足を行う事ができた。
アレルギー除去食の必要な園児に専属調理員の配置ができた。

総事業費①+② 256,060 253,392 252,000 242,308

20 30

臨時職員所要時間

一般財源 193,726 189,040 187,682 203,456

人件費計（千円）② 72 107

正規職員所要時間

起債

その他 61,900 62,754 63,765 37,254

県支出金 362 1,598 446 1,598

事業費計（千円）① 255,988 253,392 251,893 242,308 （県）地域福祉総合助成金（１／２）
（そ）公立保育所保護者負担金（現年度分）国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　給食調理を補助するためのパート職員雇用

２　支援を必要とする児童の保育を補助するためのパート職員（副担任）雇
用

３　児童の保育、給食調理を行うための臨時職員雇用

１　調理雇用人数

２　副担任雇用人数

３　臨時保育士、調理員雇用人数

１　　　　　 26人

２　　　　　 45人

３　　　　　 59人

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

保育所保育補助員雇用
・正規職員数を抑制し健全な保育所経営を行うために必要な臨時・パート職員を雇用する。
・支援を必要とする児童に対し支援を行う保育士を配置する。
・児童の保育、給食調理を行うための臨時職員を雇用する。

成果
指標

支援を必要とする児童に対し、支援を行う保育士の充足
率

100 100 100 100

成果
指標

不足する正規調理職員のパート職員による充足率 100 100 100 100

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

支援を必要とする児童数 336向上させたい上位施
策の成果指標

子どもを育てやすい社会環境であると感じている対象者
の割合

保育所数 18

意図（どういう状態
にするか）

保育が支障なく運営できる
目
的

対象（誰・何を） 支援を必要とする児童

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 37 子どもを産み育てやすい環境の充実
基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

H27担当課等名 子育て支援課 H27係等名 保育係 H26係等名 保育係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 終了
事務事業名 保育所保育補助員雇用事業

会計 一般会計
11 33

事業種別 経常

3 施策№ 37 事業№


